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あ
い
さ
つ

　
東
日
本
大
震
災
津
波
―
。
あ
の
想
像
を
絶
す
る
巨
大
津
波
に

よ
り
、
多
く
の
皆
様
が
犠
牲
と
な
ら
れ
、
歴
史
や
文
化
を
重
ね

な
が
ら
築
い
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
が
一
瞬
に

し
て
壊
滅
す
る
と
い
う
甚
大
か
つ
未
曾
有
の
大
惨
事
が
あ
っ
た

日
か
ら
二
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
大
槌
町
に
温
か
い
御
支
援
を
頂
い
た
全
て
の
方
々

と
、
町
政
に
御
協
力
頂
い
て
い
る
町
民
の
方
々
に
対
し
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
復
興
元
年
で
あ
る
平
成
２４
年
度
は
、
大
槌
町
東
日
本
大
震
災

津
波
復
興
計
画
に
基
づ
く
四
つ
の
基
本
施
策
「
安
全
・
安
心
の

確
保
」、「
暮
ら
し
の
再
建
」、「
地
域
経
済
の
再
興
」、「
教
育
環

境
の
整
備
」
を
掲
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
事
業
と
し
て
、
が

れ
き
を
礎
と
し
た
「
緑
の
防
潮
堤
」
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
、

官
民
連
携
の
促
進
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
」
の
設
立
の
ほ
か
、
教
育
分
野

で
は
、
被
災
し
た
４
つ
の
小
学
校
を
統
合
し
、
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
文
化
、
自
然
や
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
科
」
を
新
設
す
る
な
ど
、
世
界
に

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
大
槌
町
独
自
の
試
み
に
着
手
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
２
月
に
は
、
大
槌
港
を
母
港
と
し
、
東
北
地
方
の
海
洋

調
査
を
行
う
研
究
船
「
新
青
丸
」
の
進
水
式
が
行
わ
れ
、
復
興

へ
と
ス
ピ
ー
ド
を
増
す
大
槌
町
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
力

強
く
出
航
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
度
は
復
興
計
画
基
本
計
画
に
お
け
る
「
復
旧
期
」

最
後
の
年
度
に
あ
た
り
、
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み

が
、
遂
に
皆
様
の
目
に
見
え
る
形
と
し
て
動
き
出
す
年
で
あ
り

ま
す
。

　「
海
の
見
え
る
つ
い
散
歩
し
た
く
な
る
こ
だ
わ
り
の
あ
る
『
美

し
い
ま
ち
』」
を
描
い
て
き
た
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
更
に
深
く
色
づ

け
す
る
べ
く
、
次
の
段
階
へ
と
歩
を
進
め
、
今
年
度
を
復
興
加

速
の
一
年
と
定
め
進
ん
で
参
り
ま
す
。

　
単
に
、
震
災
前
の
町
に
戻
す
だ
け
の
復
興
で
は
な
く
、
自
ら

知
恵
を
絞
り
、
ま
た
多
方
面
か
ら
も
知
を
集
め
た
創
造
的
な
復

興
を
成
し
遂
げ
た
町
と
し
て
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
そ
の

姿
を
皆
様
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
、
町
長
と
し
て
の
私
の
使
命

で
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
大
槌
が
一
日

も
早
い
再
生
を
遂
げ
、
よ
り
明
る
い
未
来
へ
と
向
か
う
た
め
、

今
後
も
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



05 04iwate OTSUCHI 大槌町町勢要覧2014

被害の区分 被　害 備　考
人的被害 犠牲者数 1,281人 平成25年2月28日現在

家屋被害
全壊・半壊 3,717棟 9月28日現在
一部損壊 161棟 9月28日現在

産業被害

水産業被害 5,127,926千円 水産施設、漁船、養殖施設等
農業被害 610,000千円 水田、畑、用水路、農道
林業被害 69,241千円 林野、林道
商工業被害 8,867,745千円 建物、機械設備、商品等
観光業被害 384,607千円 観光施設、自然公園
計 20,231,264千円

公共施設
被害

役場庁舎等被害 9,555,102千円 建物、公用車等
消防施設等被害 427,364千円 庁舎、機械、装備、消火栓等
道路・海岸等被害 48,181,244千円 公共下水道等
上水道施設被害 61,932千円 ポンプ場等
学校被害 3,044,796千円 建物、設備等

社会教育施設被害 284,140千円 公民館、図書館、運動場等
社会福祉施設被害 136,660千円 児童・障がい・高齢者福祉施設等

計 61,691,238千円
産業・公共施設被害（合計） 76,750,757千円

　
東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
平
成
25
年
2
月
28
日
現
在
で
、
死
亡
届
受
理
数

1
2
3
0
人
、行
方
不
明
者
4
人
、震
災
関
連
死
47
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
被
害
は
、全
壊
・

半
壊
３
７
１
７
棟
、
一
部
半
壊
１
６
１
棟
で
あ
り
、
被
災
棟
数
は
3
8
7
8
棟
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
林
水
産
施
設
、
商
工
業
施
設
や
観
光
施
設
等
の
産
業
被
害
額
は
約
１
５
１
億
円
、
道
路
・

海
岸
施
設
、
上
下
水
道
、
学
校
や
社
会
教
育
施
設
、
役
場
庁
舎
や
消
防
署
等
の
公
共
施
設
被
害

が
約
６
１
７
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
被
害
と
公
共
施
設
被
害
を
合
わ
せ
た
物
的
被
害
は
約

７
６
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
発
生

平
成
23
年
３
月
11
日 

大
槌
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

平
成
23
年
４
月
１
日  

総
務
課
内
に
災
害
復
興
室
を
設
置

平
成
23
年
５
月
31
日 

第
１
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
準
備
室

平
成
23
年
６
月
８
日  

第
２
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
準
備
室
の
開
催

平
成
23
年
６
月
９
日  

第
１
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
準
備
委
員
会

平
成
23
年
６
月
12
日

 

〜
6
月
17
日 

第
１
回
大
槌
町
町
民
懇
談
会
の
開
催・町
内
13
会
場

平
成
23
年
７
月
５
日

〜
７
月
６
日 

第
１
回 

大
槌
町
町
民
懇
談
会
の
開
催（
町
外
へ
の
避
難

者
を
対
象
に
県
内
４
会
場
で
開
催
）

平
成
23
年
７
月
12
日 

第
３
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
準
備
室
の
開
催

平
成
23
年
７
月
13
日 

第
２
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
準
備
委
員
会

の
開
催

平
成
23
年
８
月
４
日

 

〜
８
月
12
日 

第
１
回
大
槌
町
町
民
懇
談
会（
夜
間
の
部
）の
開

催
（
町
内
５
会
場
で
開
催
）

平
成
23
年
８
月
29
日 

碇
川
新
町
長
就
任

平
成
23
年
９
月
30
日 

大
槌
町
災
害
復
興
基
本
条
例
の
制
定

平
成
23
年
９
月
30
日 

大
槌
町
震
災
復
興
基
本
方
針
の
策
定

平
成
23
年
10
月
１
日 

佐
々
木
副
町
長
就
任
（
10
／
11
よ
り
調
整

担
当
）

平
成
23
年
10
月
10
日 

第
１
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
全
体
会
を

開
催
・
参
加
者
数
約
5
0
0
名

平
成
23
年
10
月
11
日 

高
橋
副
町
長
（
産
業
振
興
担
当
）、
石
津
副

町
長
（
復
興
担
当
）
が
就
任

平
成
23
年
10
月
14
日

 

〜
12
月
2
日 

第
１
回
〜
第
６
回
地
域
代
表
者
会
議
の
開
催

平
成
23
年
10
月
13
日 

第
１
回
大
槌
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
創
造
懇
談 

 

会
の
開
催

平
成
23
年
10
月
14
日

 

〜
12
月
４
日 

大
槌
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
創
造
懇
談
会
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
大
槌
町
内
視
察
、
町
長
と

の
意
見
交
換
等

平
成
23
年
10
月
16
日 

第
１
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
の
開
催

平
成
23
年
10
月
18
日 

第
１
回
大
槌
町
公
共
施
設
計
画
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
※
３
の
開
催

平
成
23
年
10
月
20
日 
第
１
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
10
月
28
日 

第
１
回
大
槌
町
再
生
創
造
会
議
の
開
催

平
成
23
年
10
月
29
日

 

〜
10
月
30
日 

第
２
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
の
開
催

平
成
23
年
11
月
１
日 

復
興
局
を
設
置

平
成
23
年
11
月
８
日 

第
２
回
大
槌
町
公
共
施
設
計
画
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
11
月
10
日 

第
２
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
11
月
12
日 

第
１
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
の
開
催

平
成
23
年
11
月
12
日

 

〜
11
月
13
日 

第
３
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
を
開
催

平
成
23
年
11
月
18
日 

第
３
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
11
月
21
日 

第
１
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
11
月
22
日 

第
３
回
大
槌
町
公
共
施
設
計
画
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
11
月
24
日 

第
２
回
大
槌
町
再
生
創
造
会
議
の
開
催

平
成
23
年
11
月
25
日 

第
２
回
大
槌
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
創
造
懇
談

会
の
開
催

平
成
23
年
11
月
26
日 

第
２
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
の
開
催

平
成
23
年
11
月
26
日

 

〜
11
月
27
日 

第
４
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
の
開
催

平
成
23
年
11
月
29
日 

第
２
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
11
月
30
日

 

〜
12
月
15
日 

第
２
回
大
槌
町
町
民
懇
談
会
の
開
催

平
成
23
年
12
月
２
日 

第
４
回
大
槌
町
震
災
復
興
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
開
催

平
成
23
年
12
月
４
日 

第
２
回
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
全
体
会
の

開
催
・
参
加
者
数
約
3
5
0
名

平
成
23
年
12
月
５
日 

第
３
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
12
月
９
日 

第
４
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
12
月
13
日 

第
３
回
大
槌
町
再
生
創
造
会
議
の
開
催

平
成
23
年
12
月
15
日 

第
５
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
12
月
20
日 

第
６
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
23
年
12
月
27
日 

第
７
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

東日本大震災津波と大槌町

東
日
本
大
震
災
津
波
と
大
槌
町大

槌
町
の
動
き

〜
大
槌
町
東
日
本
大
震
災
津
波

　
　
復
興
計
画
基
本
計
画
策
定
ま
で
〜

人
的
被
害

水
産・農
林・商
工

建
物・土
木・学
校

観
光・庁
舎

1半す海が７

被災概要大槌町津波浸水実績範囲図

参考1）津波浸水高等
（国土地理院）
参考2）痕跡高　　　
痕跡高最大13.7ｍ（安
渡）（岩手県県土整備部
河川課）
参考3）津波浸水面積
4平方キロメートル（住
宅地・市街地面積の
52％）（国土地理院）

■ 浸水区域
■ ■ ■ ■  国道45号線

調査地域 最　大　波

　石 15時21分　4.2ｍ以上

宮　古 15時26分　8.5ｍ以上

大船渡 15時18分　8.0ｍ以上

久慈港 15時21分　8.6ｍ以上

調査地域 最大波
吉里吉里 16.1ｍ

吉里吉里港東側 22.2ｍ
赤浜 12.9ｍ
新港町 12.7ｍ
町役場付近 10.7ｍ

浪板（津波遡行高） 19.1ｍ

主
な

被
害

■人的被害状況
死亡受理数　（単位：人）

地域名 死亡届受理数

町　方 665

桜木町・花輪田 22

小枕・伸松 42

沢山・源水・大ケ口 73

安　渡 216

赤　浜 90

吉里吉里 95

浪　板 24

小　鎚 2

金　沢 1

合計 1,230

犠牲者数 （単位：人）
死亡届受理数 1,230

身元判明 797

行方不明 433

行方不明（死亡届未受理） 4

関連死 47

計 1,281

建物被害状況別棟数　※地震被害含む　（平成23年９月28日現在）
被害状況 被害区分 棟　数 被災率

流　出 全壊 2,506棟 38.5％
１階天井まで浸水 全壊 586棟 9.0％
床上浸水１ｍ＋建物内ガレキ流入 大規模半壊 502棟 7.7％
床上浸水 半壊 123棟 1.9％
床下浸水 一部損壊 161棟 2.5％

被災あり（計） 3,878棟 59.6％
被災なし（計） 2,629棟 40.4％
合　計 6,507棟 100.0％

学校被災学校数
区　分 施設数 被災学校数

幼稚園 ２校 ２校
保育園 ６園 ３園
小学校 ５校 ４校
中学校 ２校 １校
高等学校 １校 ０校

土木関係被害

区　分
公共施設

被害箇所 被害額
道　路 76 1,248,000
橋　梁 8 585,000
河　川 17 5,750
海　岸 107 31,443,494
公共下水道 ― 5,000,000
漁業集落環境整備事業 ― 2,899,000

水産関係被害
区　　　　分 被害額（千円） 被　害　数

被害額合計 5,127,926 ―
水産施設 1,177,644 6箇所
漁　船 2,204,486 672隻
漁　具（定置網） 874,460 3箇所
養殖施設 543,859 540か所
水産物 327,478 1,876t

観光施設被害報告　(調査継続中)

区　分
計 自然公園 観光施設

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額合計 384,607 47,436 337,171
公共施設 244,607 13 47,436 4 197,171 9
上下水道 150,438 4 150,438 4
野営場施設 75,441 7 47,436 4 28,005 3
その他 18,728 2 18,728 2
民営施設 1,440,000 13 1,300,000 1 140,000 12
宿泊施設 1,440,000 13 1,300,000 1 140,000 12

庁舎等被害報告

区分
建　物 建物以外 公用車 合　計

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

全壊 127 7,517,511 21 1,742,102 34 59,850 182 9,319,463
半壊 53 224,261 1 11,378 54 235,639
計 180 7,741,772 22 1,753,480 34 59,850 236 9,555,102

農林関係被害
区　　分 被害額（千円） 被害箇所
被害額合計 679,241 ―
水田 424,000 10ha
畑 175,000 5ha
用水路 4,000 20箇所
道路 7,000 20箇所
林野 22,500 301ha
林道 46,741 6路線

商工関係被害　（平成24年２月１日現在　調査継続中）
区　　　　分 商業関係 工業関係

被害額合計（千円） 14,039,490
土地（千円） 　　　― ―
建物（千円） 4,405,350 2,102,300
什器備品・機械設備等（千円） 1,793,610 3,643,390
商品・原材料製品等（千円） 995,290 1,099,550
小計（千円） 7,194,250 6,845,240
被災事業所数（事業所） 332 128
被災従業員数（人） 482 720

浪板地区

マスト付近

吉里吉里地区
国道45号線

旧大槌町役場

安渡地区

赤浜地区

大槌小学校付近



　震災後、たくさんの支援、ボランティ
ア活動をしていただき、誠にありがとう
ございます。
　皆様のご支援により、大槌町は新たな
一歩を踏み出すことが出来ました。
　大槌町は、これからも復興まちづ
くりを継続して参りますので、皆
様方のお力添えをいただけ
ましたら幸いです。

おおつちの輪
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発
災
直
後
か
ら
、警
察
、消
防
、自
衛
隊
、

各
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、様
々
な
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
救
出
・
行
方
不
明
者
捜

索
や
が
れ
き
の
撤
去
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

平
成
24
年
1
月
10
日 

第
８
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
1
月
16
日 

第
９
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
1
月
17
日 

第
１
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
1
月
20
日

 

〜
2
月
24
日
（
随
時
） 

大
槌
町
議
会
政
務
調
査
会

平
成
24
年
1
月
19
日

 

〜
27
日 

住
宅
再
建
に
関
す
る
意
向
調
査

平
成
24
年
1
月
23
日 

第
10
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
1
月
27
日 

第
２
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
1
月
30
日 

第
11
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
2
月
6
日 

第
12
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
2
月
13
日 

第
４
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
2
月
19
日 

第
１
回
国
と
岩
手
県
の
意
見
交
換
会
の
出
席

平
成
24
年
2
月
20
日 

第
13
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
3
月
2
日 

第
５
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
3
月
5
日 

第
14
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
3
月
15
日 

第
６
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
3
月
17
日

 

〜
21
日 

大
槌
町
土
地
利
用
計
画
案
に
関
す
る
住
民
説
明
会

平
成
24
年
3
月
22
日 

第
15
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
3
月
26
日 

第
16
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
4
月
1
日 

地
域
整
備
部
の
体
制
強
化

平
成
24
年
4
月
23
日 

第
17
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
4
月
25
日 

国
と
の
意
見
交
換
会
の
出
席

平
成
24
年
5
月
14
日 

第
18
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
5
月
14
日 

復
興
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
、
町
内
視
察

平
成
24
年
5
月
17
日 

第
８
回
大
槌
町
議
会
全
員
協
議
会

平
成
24
年
5
月
21
日 

第
19
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
5
月
24
日 

第
５
回
大
槌
町
議
会
臨
時
会

平
成
24
年
5
月
28
日 

第
20
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
6
月
4
日 

第
21
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
6
月
11
日 

第
22
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
6
月
18
日 

第
23
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
6
月
20
日 

第
1
回
吉
里
吉
里
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
6
月
23
日 

第
1
回
安
渡
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
6
月
25
日 

第
24
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
6
月
30
日

 

〜
7
月
1
日 

第
1
回
町
方
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
6
月
30
日 

情
報
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

平
成
24
年
7
月
2
日 

第
25
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
7
月
8
日 

国
と
県
の
意
見
交
換
会

平
成
24
年
7
月
10
日 

第
26
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
7
月
18
日 

第
27
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
7
月
25
日 

第
1
回
沢
山
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
7
月
28
日

　
　
　
〜
8
月
3
日 

大
槌
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
7
月
30
日 

第
28
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
8
月
6
日 

大
槌
町
役
場
仮
庁
舎

　
開
庁
式

平
成
24
年
8
月
9
日 

第
29
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
8
月
23
日 

第
30
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
9
月
4
日 
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
　
国
土
交
通
大
臣
同
意

平
成
24
年
9
月
5
日 
第
31
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議
の
開
催

平
成
24
年
9
月
5
日 

赤
浜
地
区
　
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
　
移
転

先
地
権
者
説
明
会

平
成
24
年
9
月
10
日 

平
成
24
年
度
第
2
回
大
槌
町
都
市
計
画
審
議
会

平
成
24
年
9
月
12
日 

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸
海
洋
研

究
セ
ン
タ
ー
移
転
計
画
（
案
）
説
明
会

平
成
24
年
9
月
18
日 

小
枕
・
伸
松
地
区
　
地
区
内
住
宅
団
地
希
望
者

説
明
会

平
成
24
年
9
月
19
日 

第
2
回
赤
浜
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
9
月
21
日 

第
32
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議

平
成
24
年
9
月
21
日 

第
2
回
小
枕
・
伸
松
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
9
月
24
日 

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
　
国
土
交
通
大
臣
同
意

平
成
24
年
9
月
25
日 

沢
山
地
区
骨
格
道
路
整
備
事
業
関
係
地
権
者
説
明
会

平
成
24
年
9
月
28
日 

大
槌
町
都
市
計
画
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

業
の
都
市
計
画
決
定

平
成
24
年
9
月
28
日 

大
槌
町
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
都
市
計
画
決
定

平
成
24
年
10
月
4
日 

第
33
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議

平
成
24
年
10
月
24
日 

第
3
回
赤
浜
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
10
月
28
日 

第
2
回
安
渡
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
11
月
3
日

 

〜
4
日 

第
2
回
町
方
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
11
月
5
日 

第
34
回
大
槌
町
災
害
復
興
本
部
会
議

平
成
24
年
11
月
5
日 

第
2
回
浪
板
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
・

災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
7
日 

第
4
回
赤
浜
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
・

災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
8
日 

第
2
回
吉
里
吉
里
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
・
災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
9
日 

大
槌
町
独
自
支
援
事
業
　
受
付
開
始

平
成
24
年
11
月
9
日 

町
方
（
新
町
、
大
町
の
一
部
、
小
枕
、
伸
松
）
地

域
災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
9
日 

第
3
回
小
枕
・
伸
松
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
11
月
10
日 

全
地
域
災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
12
日 

町
方
（
栄
町
、
須
賀
町
）
地
域
災
害
危
険
区
域

指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
13
日

 

〜
20
日 

町
外
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
11
月
23
日 

第
3
回
町
方
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
11
月
24
日 

第
3
回
安
渡
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
・

災
害
危
険
区
域
指
定
に
係
る
説
明
会

平
成
24
年
11
月
25
日 

第
5
回
赤
浜
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

平
成
24
年
12
月
1
日 

浪
板
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
　
個
別
相
談
会

平
成
24
年
12
月
2
日 

吉
里
吉
里
地
域
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
　
個

別
相
談
会

平
成
24
年
12
月
20
日 

災
害
危
険
区
域
に
係
る
住
民
説
明
会
　
惣
川
地
区

平
成
24
年
12
月
29
日

 

〜
30
日 

個
別
相
談
会

東日本大震災津波と大槌町

東
日
本
大
震
災
津
波
と
大
槌
町

支援・ボランティア活動

大
槌
町
の
動
き

　
〜
大
槌
町
東
日
本
大
震
災
津
波

　
　
　
復
興
計
画
基
本
計
画
策
定
以
降
〜

各の索た

まちの復旧
■
生
存
者
救
出
状
況

　
３
月
11
日
の
地
震
発
生
後
、
警
察
、
消
防
等
が
協
力

し
、
道
路
も
通
っ
て
い
な
い
が
れ
き
の
中
を
徒
歩
に
よ

る
ロ
ー
ラ
ー
的
捜
索
活
動
に
よ
り
、
救
助
活
動
を
実
施
。

数
百
人
を
救
助
。

　
自
衛
隊
合
流
後
も
、
発
災
１
週
間
ま
で
生
存
者
救
出

に
注
力
し
、
23
名
の
生
存
者
を
救
出
。

■
行
方
不
明
者
捜
索
状
況

　
３
月
16
日
広
島
県
及
び
島
根
県
警
察
機
動
隊
約

1
0
0
名
が
浪
板
・
吉
里
吉
里
地
区
で
の
捜
索
活
動
を

開
始
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
全
国
警
察
の
機
動
隊
が
派

遣
さ
れ
、
以
降
、
千
葉
県
警
察
、
警
視
庁
、
大
阪
府
警
察
、

神
奈
川
県
警
察
等
、
北
は
北
海
道
警
察
、
南
は
九
州
の

福
岡
県
警
察
の
警
察
官
が
大
槌
町
に
派
遣
さ
れ
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
を
継
続
。

　
捜
索
に
従
事
し
た
警
察
官
は
、
平
成
23
年
11
月
22
日

現
在
で
、
17
都
道
府
県
30
部
隊
、
総
勢
2
3
8
1
名
に

上
る
。

赤浜地区を捜索する福岡県警察機動隊員

栄町内の水路を捜索する北海道警察機動
隊員

写真・資料提供／大槌町社会福祉協議会 復興支援ボランティアセンター、
パイオニアグリーンサークル（PGC）

大槌小学校付近

主な復旧状況 （平成24年7月15日現在）
旧大槌町役場前

大安タクシー付近 国道45号付近

ボランティア活動状況　受入状況　（平成24年12月31日現在）

区　　　分 平成24年12月実績 総　数

団　体　数 42団体 6,894団体

受　入　人　数 475人 65,713人

●浸水被害住宅の泥出し・家財撤去、がれき
撤去、側溝の泥出し

●炊き出し、イベント運営、ニーズ調査、引
越し支援、避難所支援

●仮設団地での給茶、住環境点検、物資
配布　等

●側溝泥だし
●海岸清掃（吉里吉里海岸）

活動支援内容

撤去前撤去前

撤去後撤去後

復旧前復旧前

復旧後復旧後

復旧前復旧前

復旧後復旧後

撤去前撤去前

撤去後撤去後
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復興まちづくりの基本的考え方

断面イメージ

復興まちづくりの体系

新・大槌町、まちづくりへの第一歩

Pickup

●津波防災の基本的考え方
　「避難する、避難できる」を基本とし、津波によ
る犠牲者を一人も出さない「津波災害に強い安全・
安心なまちづくり」を目指します。仮に被災しても
人命が失われず被害を最小化する「減災」の考え方
とし、①防災教育の推進や防災体制の強化、②防潮
堤など海岸保全施設の整備推進、避難路や避難施設
等の整備、高台移転や土地の嵩上げ、③住居等の建
築制限など土地利用規制等を組み合わせた「多重防
災型まちづくり」を取組の基本とします。  

●土地利用の基本的考え方
　高台移転を基本とします。この場合、高台等ですべ
ての宅地等の確保は困難であることから、今回の津波
浸水範囲に盛土することなどによって安全度を高めた
宅地等を確保します。また、早期の生活再建を促進す
るため、公営住宅の建設を優先的に進めます。

●交通体系の基本的考え方
　高規格道路として整備される三陸縦貫道が、国道
45号が被災した場合の代替ルートとしての機能が
確保されるようにします。また、防災拠点機能を有
する町の中心部と町内各地域を結ぶ幹線道路につい
て災害時の代替性をもつ交通ネットワークとして整
備します。

町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の

地
域
ま
ち
づ
く
り

思いをつなぎ、命を守る杜
「千年の杜づくり」を開催

　
大
槌
町
で
は
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
「
町
長
と

お
茶
っ
こ
の
会
」、
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
定

期
的
に
開
催
し
て
、
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
地
域

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
槌
町
で
は
「
大
槌
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
便

り
」
を
発
行
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
様
へ
復
興
に
向
け

た
都
市
整
備
な
ど
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　平成24年4月に、大槌町浄化センター
敷地内で「命を守る森の防潮堤づくり」を
テーマに大槌町と横浜ゴム株式会社の共
催による「千年の杜づくり植樹祭」が行
われました。
　この植樹祭には碇川町長をはじめ、細
川護煕元首相、細野豪志元環境大臣も参
加。大槌町民、町内を訪れたボランティア
を含め、約400名が会場に集まりました。
　植樹祭では、がれきを混ぜた盛り土の
上にシラカシ、山モミジなど16種類の苗
木3000本を植樹しました。植樹された
木々は、10年後には町民の命を守る森の
防潮堤になる予定です。
　大槌町は、「がれきはただのがれきでは
なく、町民の思いが詰まっている。そのが
れきを使い防潮堤を作ることで、鎮魂の
思いを忘れず、震災を風化させない。」と
考えています。

復興まちづくり懇談会

町長とお茶っこの会

復興まちづくり完成   予 想 図ができました
町方地区

沢山地区

赤浜地区

小枕地区

吉里吉里地区

安渡地区

浪板地区

思思
Pickup

断面イメージ

　
鎮
魂
の
森
公
園
造
成
事
業
は
、
高
さ
14
・
５
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
巨
大
な
防

潮
堤
の
背
後
に
緑
豊
か
な
景
観
環
境
を
創
造
し
、
多
く
の
町
民
の
生
活
の
思
い
や

遺
品
的
な
が
れ
き
を
資
源
と
捉
え
、
こ
れ
を
礎
と
し
た
鎮
魂
の
森
公
園
を
臨
海
部

に
築
く
も
の
で
す
。
鎮
魂
の
森
公
園
に
は
、
鎮
魂
の
鐘
カ
リ
ヨ
ン
な
ど
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犠

牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
記
憶

を
留
め
、
後
世
に
こ
の
災
害
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
取
組
を
、
永
く
大
槌
町

か
ら
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

　
ま
た
、
将
来
の
大
災
害
時
に
お
い

て
、
い
か
に
自
分
や
家
族
を
守
る
か
に

つ
い
て
、
個
人
・
家
庭
・
職
場
等
で
話

し
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て

も
考
え
て
い
ま
す
。

鎮魂の森公園の造成

　
大
槌
町
は
、
一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
個
別
相
談
会
を
町
内
外
で

複
数
回
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
各
地
区
で
は
、
津
波
に
対
し
て

よ
り
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
将
来
の
少
子
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮

し
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
【
海
の
見
え
る
つ
い
散
歩
し
た
く
な
る
こ
だ
わ
り
の
あ
る
「
美
し
い

ま
ち
」】
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
槌
町
で
は
、
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
を
続
け
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

新・大
槌
町
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
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様々な視点から、新たな取り組みにも着手

大
学

協
定

﹇
東
京
大
学
﹈

大
槌
を
復
興
の
モ
デ
ル
へ

﹇
秋
田
県
立
大
学
﹈

木
材
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

﹇
明
治
学
院
大
学
﹈

学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

﹇
関
西
大
学
﹈

IT（
情
報
技
術
）関
連
の
人
材
育
成

　
平
成
24
年
3
月
、
復
興
に
向
け
東
京
大
学
と
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
東
京
大
学
が
特
定
の
自
治
体
と
協
定

を
結
ん
だ
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
今
後
、
当
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
支
援
を
組
織
的
に
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
東
京
大
学
濱
田
純
一
総
長
は
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
、「
大
槌
町
を
復
興
の
モ
デ
ル
に

し
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
5
月
、
秋
田
県
立
大
学
、
木
材
高
度
加
工
研
究
所
と

の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
に
あ
た
り
、「
木
材
を
生
か
し
た
世
界
に
ほ
こ
れ
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
仮
設
住
宅
団

地
の
敷
地
内
に
木
橋
を
設
置
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
木
材
の
加

工
に
関
す
る
機
能
や
人
材
の
育
成
な
ど
も

含
め
、
こ
れ
か
ら
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
24
年
3
月
、
明
治
学
院
大
学
と
、「
協
働
連
携
協
定
」
を

結
び
、
同
大
学
の
大
西
学
長
と
碇
川
町
長
に
よ
り
協
定
書
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
内
容
は
、学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
中
心
と
し
た
支
援
を
す
る
こ
と

で
、
相
互
の
交
流
、
発
展
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　
明
治
学
院
大
学
で
は
、
震
災
以
後
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
た
活
動
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

平
成
24
年
7
月
、
関
西
大
学
と
ＩＴ
（
情
報
技
術
）
関
連
の
起
業
支

援
事
業
を
行
う
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
成
を
中
心
と
し

て
、
人
材
育
成
と
起
業
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
協
定
に
対
し
関
西
大

学
の
楠
見
晴
重
学
長
は
「
ＩＴ
関
連
の
人

材
育
成
、
ま
た
雇
用
創
出
の
場
と
な
り

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Pickup

明治学院大学の学生様よりいただいた手
紙の1枚

設立意義

復興
まちづくり
会社

復旧・復興事業

町行政
（公共）

民 間

●公民連携の拡大
●分野横断的な復興事業の
円滑な促進
●地元事業者への発注機会
の拡大や雇用の創出によ
る地域経済の活性化
●復興まちづくりの先行モ
デルの実現

復興事業を早期に軌道に乗せるため、行政をサポー
トし、官民連携及び民民連携を促進・調整する役割
を担うこと。

復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社

　
大
槌
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様
と
協
働
し
、
一
日
も
早
い
復
興

に
向
け
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
縮
小
す
る
経
済
社
会
に
対
応

し
た
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
震
災
以
前
よ
り
経
済
基
盤
の
脆

弱
な
当
町
が
持
続
可
能
な
地
域
経
済
・
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
は

無
論
の
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
町
の
1
0
0
％
出
資
に
よ
り
平
成
25
年
３
月
１
日
付
け
で
「
復
興
ま
ち

づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
す
る
意
義
は
、
市
場
の
厳
し
い
目
を
通
じ
て
近
隣
市
町
村
よ
り

も
競
争
力
の
あ
る
事
業
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
今
、
現
実
に
大
槌
町
に
起
き
て
い
る
事
象
を
的
確
に
把
握
し
、
す
ぐ
に
実
施
可

能
な
事
業
を
迅
速
に
構
築
し
、
実
行
し
て
い
く
使
命
も
持
っ
て
い
ま
す
。
現
在
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
地
元
事
業
者
の
皆
様
に
積
極
的
な
投
資
を
強
い
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
地

元
で
雇
用
や
漁
業
・
農
業
な
ど
の
取
引
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
産
業
を
優
先
し
て
投
資
・

開
発
し
て
い
く
こ
と
が
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
大
槌
町
と
し
て
は
、
こ
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社
を
中
心
に
住
民
の
皆
様
、
関

係
機
関
の
皆
様
と
協
働
の
う
え
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
・
社
会
の
実
現
に
向
け
不
退
転
の

覚
悟
で
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
商
号
・
社
名
／
復
興
ま
ち
づ
く
り
大
槌
株
式
会
社

　
●
所
在
地
／
〒
0
2
8

－

1
1
1
5

岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
上
町
1
番
3
号

　
●
設
立
年
月
日
／
2
0
1
3
年
3
月
1
日

●
代
表
取
締
役

　
碇
川
豊
（
大
槌
町
長
）　
●
取
締
役
兼
部
長

　
澤
田
彰
弘
（
総
合
政
策
部
長
）

●
従
業
員
／
ス
タ
ッ
フ
３
名
（
予
定
）　
●
株
主
／
大
槌
町
（
持
株
比
率
95
・
3
％
）、
宮
古

信
用
金
庫
（
同
4
・
7
％
）
※
H
25
・
3
月
末
時
点

　
大
槌
町
で
は
復
興
を
か
ね
て
日
々
新
し
い
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
外
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
よ
り
良
い
大
槌
町
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
取
り
組
み
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

様
々
な
視
点
か
ら
、

新
た
な
取
り
組
み
に
も
着
手

大
槌
の
復
興
か
ら
世
界
へ

広
が
る
海
洋
研
究

イ
ト
ヨ
と
湧
水

　
明
治
４２
（
１
９
０
９
）
年
、
今
の
御
社
地
周
辺
に

鮭
の
孵
化
場
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
で
は

二
番
目
に
古
い
歴
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
８

（
１
８
３
３
）
年
の
津
波
に
よ
っ
て
こ
の
孵
化
場
は
破

壊
さ
れ
、
そ
の
後
湧
水
豊
富
な
源
水
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。
鮭
の
孵
化
事
業
に
は
、
水
温
が
一
定
で
あ
る

湧
水
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湧
水
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
源
水
の
湧
水
に
、
淡
水
型
イ
ト
ヨ
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
11
月
、
総
合

研
究
大
学
院
大
学
の
共
同
研
究
会
が
大
槌
町
で
開
か

れ
、
源
水
に
生
息
す
る
イ
ト
ヨ
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
槌
町
は
調
査
体
制
を

整
え
、
海
水
に
多
く
含
ま
れ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
同

位
体
が
耳
石
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
極
め

て
貴
重
な
淡
水
型
の
イ
ト
ヨ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
に
は
秋
篠
宮
殿
下
が
参
加
さ

れ
、
後
年
開
催
さ
れ
た
イ
ト
ヨ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
折

な
ど
に
も
ご
視
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
、新
た
な
「
種
」

の
出
現
か
ど
う
か
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
研

究
者
に
よ
る
と
、
源
水
に
生
息
し
て
い
た
淡
水
型
イ

ト
ヨ
が
津
波
に
よ
っ
て
、
町
方
の
湧
水
に
引
き
込
ま

れ
棲
み
つ
き
、
川
に
遡
っ
て
く
る
「
遡
河
型
イ
ト
ヨ
」

と
の
交
雑
が
起
き
て
い
る
と
の
こ
と
。
本
来
、
交
雑

し
な
い
は
ず
の
イ
ト
ヨ
同
士
が
交
雑
す
る
と
い
う
、

世
界
で
も
極
め
て
希
有
な
「
存
在
」
で
あ
る
と
し
て

そ
の
進
化
の
過
程
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
」

づ
く
り
に
む
け
て

　
平
成
24
年
1
月
か
ら
、「
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
」

形
成
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
漁
業
の
復
興
へ
大
き
な

効
果
期
待
さ
れ
る
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
中
心
と
な
る
国
際

沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
事
業
の
概
要
を
訊
き
ま
し
た
。

「
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
」

づ
く
り
と
は
？

　「
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
」
形
成
事
業
は
、
文
部
科
学

省
の
予
算
措
置
に
よ
っ
て
平
成
24
年
1
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
震
と
津
波
が
沿
岸
海
洋
生
態
系
に
及
ぼ
し
た
影

響
を
把
握
し
、
そ
の
変
動
機
構
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
科
学

的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
漁
業
復
興
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
東
北
大
学
（
代
表
機
関
）、
東
京
大
学
大
気
海
洋

研
究
所
（
副
代
表
機
関
）、
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

（
副
代
表
機
関
）
の
三
組
織
が
中
心
と
な
り
、今
後
10
年
間
に
渡
っ

て
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
調
査
・
研
究
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
気
海
洋
研
究
所
は
、
岩
手
県
大
槌
町
の
国
際
沿
岸
海
洋
研
究

セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
、
生
態
系

の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
総
合
的
に
明

ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
学

術
研
究
船
を
も

駆
使
し
て
学
際

的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
縦
横
に
活

か
し
、
学
内
外
の

研
究
者
の
力
を

結
集
し
ま
す
。

﹇
明
治
学
院
大
学
﹈

「D
o for S

m
ile @

 

東
日
本
」

　
東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、明
治
学
院
大
学
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「D

o for S
m
ile @

 

東
日
本
」を

立
ち
上
げ
、活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
も
、吉
里
吉
里
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

協
力
、そ
し
て
、一
度
は
津
波
で
す
べ
て
流
さ
れ
か
け
た「
吉
里
吉
里
語
辞
典
」

を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
復
元
し
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
な
ど
、吉
里
吉
里
の

文
化
そ
の
も
の
を
復
興
し
、将
来
に
繋
げ
て
ゆ
く
作
業
に
ま
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
幅
は
広
が
り
、ま
た
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
明
治
学
院
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
引
用
）

﹇
関
西
大
学
﹈

「K
A
I-O
TS
U
C
H
I

」「S
H
IP

」

　
社
団
法
人 K

A
I-O
TS
U
C
H
I

の
町
内
の
ア
プ
リ
制
作
未
経
験
者
が
、iP

ad

ア
プ
リ「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
森（
電
子
書

籍
）」を
リ
リ
ー
ス
。 

　
社
団
法
人K

A
I-O
TS
U
C
H
I

と
は
、

関
西
大
学
と
大
槌
町
の
協
定
よ
る
自
律

的
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、SH

IP

（S
ledge H

am
m
er Inspiration 

P
roject

「
す
す
め
！
大
槌
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）は
大
槌
町
に
IT
人
材
を
育
成
し

て
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
今
後
も
IT
を
中
心
に
人
材
育
成
な
ど

を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

明治学院大学の学生様よりいただいた手

（
明
治
学
院
大
学
ホ

ム
ペ

ジ
よ

一
部
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より豊かさを増す大槌のくらし

医療・福祉・子育て

「ふるさと科」は文部科学省の
特例校指定を受けました

まちが紹介する介護福祉サービス

 

■介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
●特別養護老人ホーム三陸園
●特別養護老人ホーム らふたぁヒルズ

■介護老人保健施設（老人保健施設）
●医療法人あかね会介護老人保健施設
　ケアプラザおおつち

■通所介護（デイサービス）・介護予防通所介護
●大槌町デイサービスセンターはまぎく
●ゆーらっぷ指定通所介護事業所

■訪問介護・介護予防訪問介護
●大槌町社協指定訪問介護事業所

■訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護
●大槌町社協指定訪問入浴介護事業所

■訪問看護・介護予防訪問看護
●ふれあいおおつち訪問看護ステーション

■通所リハビリテーション・
　介護予防通所リハビリテーション
●医療法人あかね会介護老人保健施設
　ケアプラザおおつち

■短期入所生活／療養介護・
　介護予防短期入所生活／療養介護
●医療法人あかね会介護老人保健施設
　ケアプラザおおつち
●ゆーらっぷ指定短期入所生活介護事業所
●らふたぁヒルズ指定短期入所生活介護事業所

■福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与
●南部屋産業株式会社NBS福祉サービス普及会

■福祉用具購入費・介護予防福祉用具購入費
●南部屋産業株式会社NBS福祉サービス普及会

■認知症対応型共同生活介護・
　介護予防認知症対応型共同生活介護
●グループホーム  城山の杜

■認知症対応型通所介護・
　介護予防認知症対応型通所介護
●デイサービス 城山の杜

■小規模多機能型居宅介護
●旧多機能ケアセンターほっと大町
　（名称は現在未定）

■障がい施設
●四季の郷、相談支援事業所 四季
●わらび学園　●ワークフォローおおつち

■大槌町立安渡保育所
■大槌保育園
■吉里吉里保育園
■堤乳幼児保育園
■大ケ口保育園
■みどり幼稚園
■おさなご幼稚園
■大槌町託児所

ふるさと科にむけた
取り組みがはじまりました

吉
里
吉
里
中
学
校

郷
土
芸
能
発
表
会

　
各
小
中
学
校
で
は
ふ
る
さ
と
科
へ
つ

な
が
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
吉
里
吉
里
中
学
校
で
は
郷
土
芸
能
発

表
会
が
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
は
、
郷
土
芸

能
「
神
楽
・
鹿
子
締
り
・
虎
舞
」
と
し
、

保
存
会
や
講
師
の
方
々
の
指
導
の
も

と
、
地
域
の
文
化
・
郷
土
芸
能
を
学
び

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
科
で
は
地

域
の
皆
様
が
先
生
役
と
な
っ
て
、
子
ど

も
達
の
地
域
へ
の
愛
着
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

Pickup

●地域への愛着
・地域の歴史や特産をまなび、地域社会への関心を高め、主体的にかかわ
る態度を育成する。

・郷土の文化・郷土芸能を学び、郷土への愛着心を高める。
・町の復興発展をとらえ、ふるさとの将来像を見つめる。
●生き方・進路指導
・郷土の産業や経済を学び、生き方や進路を考える。
・復興をめざす地域社会の中で自分の役割を理解し、将来を切り開く能力
を育成する。

・地域や多様な企業・団体と連携した職場体験により、生き方を実現しよ
うとする態度を育成する。

●防災教育
・郷土の自然・地形や災害、防災体制の意義について理解を深め、災害時
や防災に対しての主体的な判断力と実践力を育成する。

保
健
・
医
療
・
福
祉

　
町
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
一
貫
し
た
体
制

づ
く
り
を
行
い
、
ま
た
、
意
識
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
医
師
の
確
保
な
ど
地
域
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
の
要
請
運
動

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
地
域
で
の
組
織
づ
く
り
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
育
成
を
図
り
、
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
在
宅
で
の
介
護
と
併
せ
て
身
近
な
地
域
に
お
け
る
介
護

施
設
整
備
へ
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
の
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
障
害
に

応
じ
た
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
、
必
要
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、
相
談
体
制
の
整
備
に
努
め
、
将

来
を
見
据
え
た
保
育
事
業
を
図
る
た
め
、
保
育
所
再
編
を
進
め
ま

す
。

　
生
活
困
窮
者
な
ど
に
職
業
訓
練
・
就
職
な
ど
を
斡
旋
し
て
自
立

支
援
を
行
う
と
と
も
に
民
生
児
童
委
員
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
町
内
会
な
ど
の
地
域
の
団
体
と
連
携
を
強
め
、
意
識
啓
発
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
な
ど
、
防
犯
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
国
民
健
康
保
険

　
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増
加
す
る
中
で
、
被
保
険
者
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
保
険
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
及
び
予
防
に
重
点
を
置
い
た
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
保
健
事

業
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
、
健

全
な
保
険
財
政
の
堅
持
に
努
め
ま
す
。

岩
手
県
立
大
槌
病
院
仮
設
診
療
所

　
津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
立
大
槌
病

院
が
、
平
成
23
年
6
月
に

仮
設
の
診
療
所
が
完
成
し

て
診
療
を
始
め
ま
し
た
。

　
新
た
に
完
成
し
た
診
療

所
は
、
日
本
災
害
医
療
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
協
会
（
東

京
都
）
が
提
供
し
た
広
さ

約
4
6
0
平
方
メ
ー
ト
ル

の
プ
レ
ハ
ブ
。
診
療
室
や

検
査
・
処
置
室
、
事
務
室

の
ほ
か
、
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
室
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
大
槌
町
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
「
育
ち
」
と
確
か
な
「
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
、
小

中
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
義
務
教
育
に
あ
た
る
九
年
間
の
系
統
性
を
大
切
に
し
、
小
学
校
と

中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
・
協
働

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。
平
成
25
〜
26
年
度
を
試
行
期
間
と
し
、
平
成
27
年
度
に
は
本
格
的
に
導

入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
特
設
の
科
目
で
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
科
」
を

全
学
年
に
設
置
し
ま
す
。

よ
り
豊
か
さ
を
増
す

大
槌
の
く
ら
し

「生きる力」
命やものの大切さと人の絆
の大切さを受け止め、人と
してのあり方や自らの生き
方を考え見つめる。

「生き方」を基盤とした教育内容を構成し、地域や自分の生き方を見
つめ、大槌町の復興発展を担いうる人材を育成をします。

「ふるさと創生」
地域復興をめざすふるさと
の中で自らの役割や責任を
考え、ふるさとを支える担
い手になる。

ふるさと科でねらうもの
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連携を深め、大槌の特色を県内外に発信

まちを支える産業のいま
東日本大震災は、大槌の産業にも大きな損害をもたらしました。大槌町の復興には産業の

回復が欠かせないため、課題も多いなか、日々復興に向けての取組みが行われています。

大槌町漁業復興状況　　　　　　　　　　　　  平成25年3月1日
種　別 被害など
漁業協同
組合

新おおつち漁業協同組合　設立：H24年3月1日
組合員数281名（正組合員数264名、準組合数17名）

魚市場 H24.9.5：大槌魚市場水揚開始

定置網
H23：沖野島定置網整備済　1ヶ統
H24：沖野島定置替網
H25：野島・長越定置網整備予定、3ヶ統復旧予定

定置船
H23：定置船4隻　応急修理
H24：新造船（19ｔ）2隻　建造着手
H25：新造船2隻就航予定

漁船
H23：被害672隻　復旧計画数280隻
H24：復旧数264隻　（H25年2月28日現在）

ワカメ
養殖

H23：被災棚数400台　復旧数197台
H24：復旧数227台　復旧予定数計250台
※水揚数量　H22：365,9ｔ　H24：197.2ｔ

ホタテ
養殖

H23：被災棚数374台　復旧数72台
H24：復旧数112台、復旧予定数122台
※水揚数量　H22：244.4t　H24：25t

カキ養殖
H23：被災棚数32台　復旧数47台
H24：復旧数47台　復旧予定数56台
※水揚数量　　H24：29.7ｔ

ホヤ養殖
H23：被災数72台　復旧数0台
H24：復旧数29台　復旧予定数34台
※水揚数量　　H22：80ｔ　H24：0ｔ

経営体数
わかめ養殖：55経営体→21経営体
ほたて養殖：50経営体→12体経営体
かき養殖：6経営体→13経営体

さけ関連
施設

H23：源水ふ化場（部分復旧） 放流数約10,000千尾 ※H22：30,800千尾
H24～H25　源水川ふ化場復旧（増設）予定

アワビ漁
H22：水揚量　10,837.2kg
H23：水揚量　 2,577kg

うに漁
H22： 6,248.8kg
H24：水揚量　2,094kg（H24年8月31日現在）

こんぶ漁 H24： 79.8ｔ（H24年8月31日現在）

Pickup

Pickup

シーサイドタウンマスト

福幸きらり商店街

以前から大槌町で便利さを提供し、にぎわいを見せた複
合型のショッピングモール「シーサイドタウンマスト」も、
津波により非常に大きな被害を受けましたが、リニューア
ルを伴い、平成23年12月に営業を再開しています。
また、「大槌町復興まちづくり情報プラザ」をシーサイド
タウンマスト2階にオー
プンしました。地域ご
とのまちづくり計画や
住宅再建制度、復興ス
ケジュールの情報をパ
ネルや模型、３Ｄ映像
で紹介しています。

平成23年12月に大槌北小学校の校庭にオープンした仮
設商店街です。町内の小学生が名づけた、『福幸きらり商
店街』には、スーパー、
飲食店、弁当店、美容
室など生活に密着した
さまざまな店舗が入っ
ており、連日多くの町
民に愛用されています。

●
農
業
復
興
に
向
け
て

　
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、
農
地
を
被
災
さ
れ
た
方
、
機
械
を
流
失
さ
れ
た
方
が
集
ま
り
、「
大

槌
町
地
域
農
業
復
興
組
合
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
農
地
の
瓦
礫
除
去
な
ど
の
共
同
作
業
か
ら
始
ま
り
、
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
を
開
始
す

る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
町
内
で
の
、
高
設
栽
培
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
今
後
規
模
を
拡
大
し
、

産
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
沿
岸
営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
大
槌
の
営
農
拠
点
と
し
て
、
産
直
施
設
と
研
修
施
設
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
を
整
備
し

ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど
を
販
売
し
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の
方
々
に
も
大
槌
を

Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
の
位
置
付
け
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
特
産
品
や
加
工
品
な
ど
の
開
発
を
関
係
団
体
と
協
力
し
、
進
め
て
行
き
ま
す
。

●
特
産
品

・
町
特
産
の
野
菜
と
し
て
第
一
に
ピ
ー
マ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
主
に
系
統
出
荷
で
の
流
通
で
、

多
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

・
大
槌
で
生
産
さ
れ
た
酒
米
を
原
料
と
し
た
「
ゆ
め
ほ
な
み
」
が
、
好
評
で
、
お
酒
好
き
の
間

で
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
地
産
地
消
の
取
組
み
と
し
て
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
ソ
バ
を
町
の
店
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

農
業
者
、
飲
食
店
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
概
要
　

大
槌
町
の
森
林
面
積
は
、
町
有
林
7
8
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
民
有
林
8
0
1
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国

有
林
9
0
1
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
1
7
8
1
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
面
積
の
88

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

ま
た
、
樹
種
は
、
主
に
杉
、
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
で
す
。

　
●
地
域
材
の
活
用

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
地
域
産
木
材
の
利
用
を
促
進
し
、
林
業
の
再
生
を
通
じ
た
森
林
の
整

備
・
保
全
に
加
え
、
再
生
産
可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
低
炭
素
社
会
の

実
現
、さ
ら
に
は
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
に
よ
る「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
」、

「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
」、「
地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

●
特
産
品
（
し
い
た
け
）

現
在
、
大
槌
町
で
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
し
い
た
け
の
出
荷
が

制
限
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
解
除
に
向
け
、
生
産
者
と
町
で
協
力
し
合
い
作
業
を
進
め
、
生
産
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

連
携
を
深
め
、大
槌
の
特
色
を

県
内
外
に
発
信

大
槌
町
で
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
の
た
め
、
工
場
等
を
新
設
・
増
設
す
る
費
用
の
一
部
補
助
や
、

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
、
雇
用
奨
励
金
な
ど
の
優
遇
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
町
の
申
請
に
基
づ
い
て
特
定
区
域
を
指
定
し
、
課
税
免
除
や
大
型
補
助
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
町
と
県
の
充
実
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
に
よ
り
、
既
に
数

社
の
企
業
が
こ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

［株式会社ナカショク］
株式会社ナカショクは平成11年よ

り創業を開始し、大槌町の海の幸を生
かした冷凍食品を製造販売していま
す。
津波により全ての工場が被災しまし

たが、現在、工場の着工まで至りまし
た。
現在着工している新工場は、ハセッ

プ対応や新しい冷凍技術のプロトント
ンネルフリーザー・凍結庫を導入して
おり、今後も皆様の食卓へ、安全、安
心の冷凍食品をお届けしていきます。

［株式会社エノモト］
昭和37年の創業以来培ってきた高

い精密金型技術を活かして、エレクト
ロニクス関連のものづくりを多岐に支
えている株式会社エノモト（本社：山
梨）。
同社が大槌に工場を新設したのは、

平成９年。現在、大槌工場の主な事業
は、半導体用のコネクタ用部品などの
金属プレス加工品で、これに使用する
金型も製作。
携帯電話メーカーをはじめ多様な分

野の顧客企業から提供される製品設計
図を基に製品化を行い、品質・納期と
もに安定的な納品を実現しています。

［株式会社千田精密工業］
株式会社千田精密工業（本社：奥州

市）大槌工場は平成７年より操業を開
始。
大槌工場では、半導体大槌を拠点に

活躍する企業＆研究所製造装置や液晶
基盤製造装置部品の中でも大型のもの
の加工を、マシニングをはじめ、旋盤、
溶接の工程により行っています。
同社は平成17年、英国ＴＷＩ社が

開発した「摩擦攪かく拌はん接合」技
術の使用ライセンスを日本の中小企業
としてはじめて取得、また、平成18
年には、経済産業省の「元気なモノ作
り中小企業三百社」に選定されました。

［株式会社伊藤商店］
株式会社　伊藤商店は、昭和10年

より続く会社で、当町でもトップクラ
スの魚介類取扱高を誇ります。津波に
より大被害を受けましたが、町内水産
加工業者では最も早い４か月後の７月
より営業を再開しました。
同社は、震災以前より水産加工業、

冷凍冷蔵保管業、小売業と幅広く営業
を行っており、今後の水産業振興、特
にも流通分野、外来船誘致等、水産
業全体への振興が期待されています。
「大槌町の水産業を盛り上げたい。」と
伊藤常務は語っておられました。

［平庄株式会社］
水産加工業の新規参入
　大槌町と 石市大平町の水産加工業者
平庄㈱が企業立地協定を結びました。震
災後初となる水産加工業の新規参入によ
り、町の水産業復興にとって大きなはず
みがつきそうです。
　平庄㈱は、安渡3丁目の魚市場付近に
工場を整備する予定です。地元で水揚げ
された魚介類にこだわり、高度な衛生管
理の下、高鮮度商品の生産を目指します。
また、廻船問屋も兼業していることから、
積極的な漁船誘致を展開することで大槌
町の水産加工業生産額向上が期待できま
す。操業は来年の10月予定で、約20人
の新規雇用を創出する見込みです。

﹇
水
産
業
﹈左
の
表
は
、
大
槌
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
の
復
興
状
況
で
す
。

﹇
農
業
﹈●
概
要〈
大
槌
町
の
主
な
作
物
作
付
面
積
〉●
水
稲
／
99
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
●
上
記
の
う
ち
、

酒
米
／
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
●
ピ
ー
マ
ン
／
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
●
そ
ば
／
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

﹇
林
業
﹈
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大槌の宝物

Pickup 大槌のワカメは絶品
震災で打撃を受

けたワカメの収穫
も平成25年3月か
ら2年ぶりに再開
しています。
「大槌のワカメ
は絶品」という声
が、また聞こえる
ようになりまし
た。

Pickup Pickup

Pickup

Pickup

大槌町地場産品復興プロジェクト
「立ち上がれ！ど真ん中・おおつち」

ＴＲＳ食品有限会社

立ち上がれ！ど真ん中・おおつちは、有限会社浦田商
店、芳賀鮮魚店、小豆嶋漁業株式会社、株式会社ナカショ
クの代表4人が集まり、震災でダメージを受けた水産加
工業の復興を目指しスタートしたプロジェクトです。　

東日本大震災津波によって、建物は屋上まで浸水しま
したが、それでも建物の外郭が残りました。
これをみてこの建物を再利用することに決め、今年
から、屋号を「潮
風堂」と銘々し　
北部三陸（岩手県
沖）を産地とする
原料魚を主に使用
した　水産加工食
品販売をしており
ます。

大槌町から歌声を発信
臼澤みさきさん

大槌町では生涯学習による
まちづくりを推進しています

　大槌町出身の臼澤
みさきさんが平成24
年、歌手デビューし、
『第45回日本有線大
賞』と『第54回日本
レコード大賞』で新人
賞を受賞しました。
　聞く人の心に響くみ
さきさんの歌声が、大槌町をますます元気
にしてくれそうです。

①虎舞（安渡虎舞・城山虎舞・向川
原虎舞・陸中弁天虎舞・吉里吉里虎舞） 
②鹿踊り（白澤鹿子踊・金澤鹿子踊・
上京鹿子踊・吉里吉里鹿子踊・徳並
鹿子踊）③神楽・大神楽（安渡大神
楽・金澤神楽・吉里吉里大神楽・城
内大神楽・中須賀大神楽・浪板神楽・
浪板太神楽・花輪田神楽・松の下大
神楽）　その他（雁舞道七福神・吉里
吉里鶏子舞・浪板牛方節）　大槌町では、町広

報誌、チラシ、ホー
ムページ等を活用し
て生涯学習として、イ
ベント等の周知を図るとともに、講演会の内
容を対象者に配布することで生涯学習の意欲
喚起に努めております。また、災害復興計画
を見据えながら、生涯学習推進計画の見直し
等を行い、まちづくりにもつなげていきます。
■主なイベント　●町民文化祭　●郷土
芸能祭　●大槌町チャレンジデー ●高齢
者生きがいセミナー ●子育てサポーター
養成講座　●マリンランド自然体験塾 ●
対人スキルアップ専門研修講座 ●中高年
のためのいきいきスポーツ大会 ●おおづ
ちの自然と歴史体感ウォーキング

大
槌
の
宝
物

﹇
芸
能・
イ
ベ
ン
ト
﹈

食
材
の
宝
庫
、
大
槌
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
く
大
槌
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

海
の
男
た
ち
の
心
を
捉
え
、
受
け
継
が
れ
る
虎
舞
、
そ
し
て
虎
舞

の
枠
を
超
え
た
地
域
活
動
。
震
災
を
乗
り
越
え
、
大
槌
を
つ
な
ぐ
。

﹇
海
の
恵
﹈

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
世
界
三
大
漁
場
、
三
陸
、
そ
し
て

豊
か
な
自
然
。
現
在
、津
波
で
被
害
を
受
け
た
大
槌
の
恵
は
、私
た
ち
人
間
の
力
以
上
に
、

自
然
が
日
々
そ
の
美
し
さ
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
ま
す
。

﹇
川
の
恵
﹈

●
ア
ユ

　
●
ヤ
マ
メ

●
イ
ワ
ナ

銘
酒
「
浜
娘
」

　
明
治
29
年
創
業
の
町
内
唯
一
の

酒
蔵
・
赤
武
酒
造
株
式
会
社
も
、

震
災
で
酒
蔵
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
「
大
槌
町
は
負
け
な

い
！ 

赤
武
酒
造
は
負
け
な
い
！
」

を
胸
に
、
現
在
は
岩
手
県
盛
岡
市

に
酒
蔵
を
か
ま
え
、
大
槌
の
豊
か

な
海
の
幸
を
あ
わ
せ
て
一
献
も
て

な
す
に
は
絶
好
の
地
酒
、銘
酒
「
浜

娘
」
を
造
り
続
け
て
い
ま
す
。

おおつち鮭帰願祭
平成24年12月、震災後2度目となる鮭帰願祭が開

催されました。
また、今年は、震災後初めてとなる鮭のつかみどり

を開催。今年は会場内にプールを準備しました。プー
ルの中を泳ぎ回る鮭を掴もうとする子どもたちの声が
会場を活気づけました。

大槌稲荷神社神輿渡祭典、小鎚神社神輿渡祭典
平成24年9月、大槌稲荷神社神輿渡祭典、小鎚神社

神輿渡祭典が行われ、参加者と見物客でにぎわいまし
た。町への愛情、復興への願いを乗せた神輿は、威勢
のいい掛け声とともに、無事に町内を歩き終えました。

南
部
鼻
曲
り
新
巻
鮭

　
江
戸
時
代
。
江
戸
の
人
々
の
大
き

な
好
評
を
得
た「
南
部
鼻
曲
が
り
鮭
」

を
世
に
送
り
出
し
た
の
は
、
幕
府
開

府
当
時
の
大
槌
城
主
・
大
槌
孫
八
郎

で
し
た
。
彼
は
爆
発
的
に
人
口
が
増

え
た
江
戸
の
市
場
に
着
目
し
、
そ
れ

ま
で
地
元
で
の
み
消
費
し
て
い
た
名

産
の
鮭
を
塩
引
き
（
新
巻
）
に
し
て
、

江
戸
へ
出
荷
し
た
の
で
す
。
上
質
の

素
材
を
加
工
し
て
商
品
価
値
を
高

め
、
経
済
流
通
さ
せ
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
孫
八
郎
の
慧
眼
に
よ
る
も
の
で

し
た
。

■
そ
の
他
主
な
加
工
品

●
銀
鮭

　
●
塩
蔵
ワ
カ
メ

●
い
か
め
し

　
●
い
く
ら

　
秋
の
大
槌
を
彩
る
「
大
槌
ま
つ
り
」
の
華
の
ひ
と
つ
、
虎
舞
。
こ
の

勇
壮
な
舞
い
の
起
源
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
前
川
善
兵
衛
に
よ
る
交
易

を
契
機
と
し
て
大
槌
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
虎
舞
は
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
と
し
て
、
海
の

男
た
ち
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
祭
り
の
日

に
は
神
輿
や
大
神
楽
な
ど
と
と
も
に
人
々
を
ま
ち
に
呼
び
込
み
、
見
る

者
の
心
を
も
ひ
と
つ
に
し
ま
す
。

復
興
イ
チ
ゴ
で

お
お
つ
ち
に
元
気
を

　
被
害
を
受
け
た
農
業
者
で
「
大
槌
町
地
域
農

業
復
興
組
合
」
を
結
成
。
農
業
復
興
に
向
け
た

活
動
を
実
施
し
、
平
成
24
年
度
よ
り
農
地
に
イ

チ
ゴ
栽
培
用
の
ハ
ウ
ス
や
資
材
な
ど
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
大
槌
で
イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
非
常
に
珍
し
く
、

県
の
機
関
か
ら
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
他

の
市
町
村
で
栽
培
し
て
い
る
農
家
へ
の
視
察
な

ど
で
栽
培
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

　
品
種
は
、「
紅
ほ
っ
ぺ
」

と
「
さ
が
ほ
の
か
」。
消
費

者
か
ら
も
「
甘
く
て
お
い
し

い
」
と
評
判
も
上
々
で
す
。

﹇
地
酒
﹈

﹇
お
土
産
、加
工
品
﹈

﹇
大
地
の
恵
﹈

■
そ
の
他
主
な
農
産
物

●
し
い
た
け

　
●
ま
つ
た
け

●
酒
米

　
●
そ
ば

　
●
山
菜

な
ど

■
そ
の
他
主
な
海
産
物

●
鮭 

●
ド
ン
コ 

●
ア
ナ
ゴ 

●
サ
バ 

●
い
く
ら

●
海
藻
類 

●
し
う
り
貝（
ム
ー
ル
貝
）

●
ほ
た
て 

●
か
に 

●
ホ
ヤ 

●
カ
キ

　
な
ど

12
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お
お
つ
ち
の
歴
史

大槌城跡

全国豊かな海づくり大会記念御製碑夏本遺跡から多数の竪穴住居跡を発見

宝暦・天明飢饉の供養塔

金糞平の山桜旧大槌街道

前川善兵衛歴代の墓地

国道45 号バイパス開通式幕末の緊張を伝える碇川砲台場跡

金沢御山大盛之図

大槌代官所跡近世の上水道跡を検出御社地

縄
文
か
ら
江
戸
時
代

明
治
か
ら
現
代

縄
文
早
期

縄
文
中
期

縄
文
晩
期

弥
生
時
代
後
期

奈
良
・
平
安
時
代

文
応
２
（
一
二
六
一
）

建
武
元
（
一
三
三
四
）

永
享
９
（
一
四
三
七
）

天
正
19
（
一
五
九
一
）

慶
長
５
（
一
六
〇
〇
）

慶
長
16
（
一
六
一
一
）

慶
長
18
（
一
六
一
三
）

元
和
２
（
一
六
一
六
）

元
和
４
（
一
六
一
八
）

寛
永
元
（
一
六
二
四
）

寛
永
９
（
一
六
三
二
）

寛
永
19
（
一
六
四
二
）

万
治
２
（
一
六
五
九
）

寛
文
年
間
中

（
一
六
七
〇
〜
一
六
七
三
）

天
和
２
（
一
六
八
二
）

元
禄
５
（
一
六
九
二
）

元
禄
14
（
一
七
〇
一
）

宝
永
３
（
一
七
〇
六
）

宝
永
４
（
一
七
〇
七
）

享
保
元
（
一
七
一
六
）

享
保
５
（
一
七
二
〇
）

享
保
11
（
一
七
二
六
）

享
保
17（
一
七
三
二
）

元
文
元（
一
七
三
六
）

元
文
３（
一
七
三
八
）

寛
保
元（
一
七
四
一
）

寛
保
３（
一
七
四
三
）

宝
暦
３（
一
七
五
三
）

宝
暦
８（
一
七
五
八
）

宝
暦
13（
一
七
六
三
）

明
和
元（
一
七
六
四
）

明
和
２（
一
七
六
五
）

安
永
４（
一
七
七
五
）

安
永
７（
一
七
七
八
）

天
明
３（
一
七
八
三
）

天
明
６（
一
七
八
六
）

寛
政
３（
一
七
九
三
）

寛
政
11（
一
八
〇
〇
）

享
和
元（
一
八
〇
一
）

享
和
２（
一
八
〇
二
）

文
化
３（
一
八
〇
六
）

文
政
６（
一
八
二
三
）

弘
化
４（
一
八
四
七
）

嘉
永
２（
一
八
四
九
）

嘉
永
６（
一
八
五
三
）

安
政
２（
一
八
五
五
）

慶
応
元（
一
八
六
五
）

崎
山
弁
天
遺
跡
か
ら
早
期
末
葉
の
尖
底
深
鉢
土
器
出
土

夏
本
、
赤
浜
Ⅱ
遺
跡
か
ら
多
数
の
竪
穴
住
居
跡
検
出

櫓
沢
遺
跡
か
ら
精
製
土
器
が
多
数
出
土

弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
が
夏
本
遺
跡
か
ら
検
出

夏
本
遺
跡
か
ら
八
世
紀
前
半
の
住
居
跡
を
発
見

沢
山
遺
跡
か
ら
平
安
時
代
の
住
居
跡
を
検
出

明
空
上
人
が
光
願
寺
を
草
創
し
た
と
さ
れ
る

大
槌
氏
が
大
槌
城
を
築
城
し
た
と
さ
れ
る

大
槌
孫
三
郎
が
遠
野
阿
曽
沼
氏
を
攻
め
る

永
享
の
乱
起
こ
る

九
戸
正
実
の
乱
に
大
槌
孫
八
郎
広
信
が
兵
六
十
人
率
い
て
南

部
信
直
に
参
陣

大
槌
孫
八
郎
、
和
賀
一
揆
鎮
圧
に
参
陣

三
陸
沿
岸
大
地
震
・
大
津
波
あ
り

大
槌
孫
八
郎
政
貞
失
脚

大
槌
孫
八
郎
政
貞
奥
瀬
家
に
蟄
居
中
に
自
刃

大
槌
氏
滅
亡

金
沢
村
の
助
右
衛
門
が
安
瀬
ヶ
沢
の
金
山
草
分
（
試
掘
）
を

願
い
出
て
許
可
さ
れ
る

大
槌
城
代
を
廃
し
代
官
を
置
く
。
大
槌
代
官
所
が
設
置
さ
れ

る
（
初
代
代
官
・
針
清
七
）

大
槌
代
官
が
二
人
制
と
な
る

南
部
の
命
に
よ
り
大
槌
城
を
売
却

寛
文
年
間
中
に
大
槌
村
、
小
鎚
村
の
境
界
紛
争
起
こ
る

小
鎚
村
に
き
り
し
た
ん
禁
止
の
制
札
が
建
て
ら
れ
る

四
日
町
（
上
町
）
の
浄
土
宗
見
生
山
大
念
寺
の
開
山

南
部
藩
大
槌
に
海
辺
奉
行
を
お
き
、

石
に
十
分
一
取
立
役

所
を
お
く

前
川
善
兵
衛
二
代
富
永
、
九
三
十
両
を
南
部
藩
に
献
金

こ
の
年
、
三
度
大
槌
地
方
を
洪
水
襲
う

吉
祥
寺
を
古
寺
か
ら
引
き
移
し
現
在
の
地
に
再
建
す
る

鳩
崎
稲
荷
か
ら
現
在
の
地
に
神
社
を
移
遷
、
二
渡
神
社
と
称
す

小
鎚
神
社
、
古
明
神
の
地
か
ら
現
在
の
城
内
の
地
に
移
遷

古
廟
山
を
開
山
し
た
菊
池
慈
泉
が
生
ま
れ
る

牧
庵

牛
（
二
十
三
歳
）
が
吉
里
吉
里
吉
祥
寺
の
活
堂
見
牛

（
大
到
見
牛
）
の
も
と
で
修
業

向
川
原
海
龍
山
江
岸
寺
が
類
焼
。
本
尊
以
外
全
焼

南
部
藩
主
三
十
三
代
利
視
公
が
大
槌
巡
見
。
前
川
善
兵
衛
宅

に
宿
す
。
こ
の
時
の
巡
見
で
安
渡
浦
を
巡
航
し
、
珊
瑚
島
を

蓬
莱
島
と
名
付
け
る

八
日
町
（
現
本
町
）
で
大
火
事
と
な
る
（
八
日
町
四
九
軒
、

向
川
原
七
軒
、
四
日
町
二
軒
類
焼
。
原
因
放
火
に
よ
る
）

正
法
寺
三
十
世
住
職
、
東
光
良
普
大
和
尚
（
寂
照
軒
）
が
大

念
寺
に
私
塾
を
開
く

日
光
東
照
宮
修
復
の
為
、
前
川
善
兵
衛
四
代
富
昌
、
藩
よ
り

御
用
金
七
千
五
百
両
を
命
ぜ
ら
れ
る

吉
里
吉
里
赤
沼
に
法
華
経
一
字
一
石
経
塚
を
築
造

菊
池
祖
睛
が
現
在
の
御
社
地
に
東
梅
社
創
立

牧
庵

牛
和
尚
が
山
田
織
笠
か
ら
大
槌
に
抜
け
る
裏
街
道
を

開
削

菊
池
祖
睛
が
九
州
大
宰
府
に
至
り
天
神
社
の
分
霊
を
奉
持
、

東
梅
社
に
祀
る

牧
庵

牛
和
尚
が
御
廟
坂
を
開
削
。小
鎚
川
に
架
橋
す
る（
橋

供
養
あ
り
）

牧
庵

牛
和
尚
が
吉
里
吉
里
坂
を
吉
祥
寺
和
尚
見
牛
大
到

と
共
に
開
削

天
明
の
飢
饉
始
ま
る

菊
池
慈
泉
が
宝
暦
・
天
明
両
飢
饉
の
餓
死
者
の
為
に
供
養
塔

建
て
る

代
官
所
物
書
の
小
川
孫
兵
衛
、「
官
職
記
」
完
成

前
川
家
所
有
の
御
免
石
船
「
明
神
丸
」
の
大
修
理

伊
能
忠
敬
が
大
槌
海
岸
周
辺
を
測
量
。
藤
屋
に
宿
す

田
鎖
丹
蔵
が
改
良
建
網
の
「
た
ん
ぞ
う
」
を
完
成
さ
せ
、
漁

場
開
拓
に
乗
り
出
す

菊
池
祖
睛
が
大
般
若
経
六
百
巻
を
書
写
。
こ
の
年
、
生
身
往

生
を
遂
げ
る

山
師
平
助
が
南
部
藩
か
ら
金
沢
金
山
の「
草
分
け
証
文
」（
試

掘
）
の
許
可
を
受
け
る

弘
化
四
年
の
百
姓
一
揆
起
こ
る

大
槌
村
と
吉
里
吉
里
村
の
両
村
海
境
を
確
認

嘉
永
六
年
の
百
姓
一
揆
起
こ
る
（
三
閉
伊
一
揆
）

藩
士
新
渡
戸
伝
の
計
画
に
よ
る
三
本
木
（
十
和
田
）
の
原
野

開
拓
に
、
大
槌
か
ら
金
崎
家
、
後
藤
家
、
前
川
家
、
里
舘
家

等
が
資
金
を
提
供

碇
川
新
砲
台
場
普
請
懸
に
前
川
善
兵
衛
、
芳
賀
惣
兵
衛
が
任

命
さ
れ
る

明
治
元
（
一
八
六
八
）

明
治
２
（
一
八
六
九
）

明
治
４
（
一
八
七
一
）

明
治
６
（
一
八
七
三
）

明
治
22
（
一
八
八
九
）

明
治
29
（
一
八
九
六
）

明
治
30
（
一
八
九
七
）

明
治
36
（
一
九
〇
三
）

明
治
42
（
一
九
〇
九
）

大
正
12
（
一
九
二
三
）

昭
和
８
（
一
九
三
三
）

昭
和
14
（
一
九
三
九
）

昭
和
20
（
一
九
四
五
）

昭
和
23
（
一
九
四
八
）

昭
和
25
（
一
九
五
〇
）

昭
和
27
（
一
九
五
二
）

昭
和
30
（
一
九
五
五
）

昭
和
33
（
一
九
五
八
）

昭
和
35
（
一
九
六
〇
）

昭
和
42
（
一
九
六
七
）

昭
和
43
（
一
九
六
八
）

昭
和
46
（
一
九
七
一
）

昭
和
47
（
一
九
七
二
）

昭
和
48
（
一
九
七
三
）

昭
和
50
（
一
九
七
五
）

昭
和
52
（
一
九
七
七
）

昭
和
56
（
一
九
八
一
）

昭
和
57
（
一
九
八
二
）

昭
和
58
（
一
九
八
三
）

昭
和
59
（
一
九
八
四
）

昭
和
62
（
一
九
八
七
）

平
成
２
（
一
九
九
〇
）

平
成
４
（
一
九
九
二
）

平
成
５
（
一
九
九
三
）

平
成
６
（
一
九
九
四
）

平
成
９
（
一
九
九
七
）

平
成
10
（
一
九
九
八
）

平
成
11
（
一
九
九
九
）

平
成
12（
二
〇
〇
〇
）

平
成
13
（
二
〇
〇
一
）

平
成
14（
二
〇
〇
二
）

平
成
15（
二
〇
〇
三
）

平
成
16（
二
〇
〇
四
）

平
成
17（
二
〇
〇
五
）

平
成
18（
二
〇
〇
六
）

平
成
19（
二
〇
〇
七
）

大
槌
地
方
は
松
本
藩
（
信
州
）
戸
田
家
の
取
締
に
属
す
る

大
槌
通
は
江
刺
県
治
下
に
含
ま
れ
る

大
槌
代
官
所
保
有
諸
品
（
半
被
・
脚
半
・
陣
旗
・
燈
灯
・
樫
棒
・
脇
差
等
）

入
札
を
江
刺
県
に
上
申

大
槌
郵
便
取
扱
所
開
設

公
立
大
槌
小
学
校
、
黒
澤
武
兵
衛
宅
を
借
用
、
第
一
九
中
学
区
小
鎚
第
八

番
小
学
校
と
し
て
開
校

市
町
村
制
実
施
。
小
鎚
村
、
大
槌
村
、
吉
里
吉
里
村
合
併
新
大
槌
町
と
な
る

大
津
波
来
襲
（
明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
）
被
害
戸
数
六
七
二
戸
、
死

亡
五
九
九
人
（
津
波
損
害
高
三
二
七
、〇
〇
〇
円
余
）

郡
制
実
施
に
よ
り
西
南
閉
伊
郡
が
上
閉
伊
郡
と
改
称
、
大
槌
町
も
郡
内
に

含
ま
れ
る

吉
里
吉
里
漁
業
組
合
設
立
認
可
さ
れ
る

大
槌
浦
漁
業
組
合
設
立
認
可
さ
れ
る

大
槌
町
御
社
地
（
現
町
名
、
大
町
）
に
、
さ
け
の
人
工
孵
化
場
が
町
営
で
創

設
さ
れ
、
大
槌
川
、
小
鎚
川
に
お
け
る
さ
け
の
人
工
孵
化
放
流
事
業
を
開
始

大
槌
郵
便
局
電
話
交
換
業
務
開
始

大
地
震
、
大
津
波
来
襲
。
浪
の
高
さ
十
三
尺
。
溺
死
者
六
十
二
人
、
流
失

倒
壊
戸
数
六
二
二
戸
、
三
陸
大
津
波

山
田
線
大
槌

石
間
工
事
完
了
し
、
全
線
開
通
岩
手
県
医
薬
連
が
大
槌
病
院
を
開
設

石
、
米
国
海
軍
の
艦
砲
射
撃
と
空
襲
受
け
る

大
槌
町
も
艦
載
機
の
襲
撃
受
け
る

大
槌
町
お
よ
び
金
沢
村
農
業
協
同
組
合
設
立

大
槌
病
院
が
県
営
に
移
管
、
県
立
大
槌
病
院
と
改
称

社
団
法
人
大
槌
商
工
会
創
立

大
槌
町
教
育
委
員
会
発
足

大
槌
町
、
金
沢
村
と
合
併

陸
中
海
岸
国
立
公
園
指
定

大
槌
魚
市
場
完
成

チ
リ
地
震
津
波
襲
来

円
満
融
和
と
飛
躍
を
象
徴
と
し
た
町
章
が
決
ま
る

筋
山
道
路
開
通

国
道
45
号
古
廊
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通

リ
ア
ス
・
シ
ー
ニ
ッ
ク
ラ
イ
ン
開
通

大
槌
・
赤
浜
・
吉
里
吉
里
の
三
漁
協
が
合
併
し
、
大
槌
町
漁
業
協
同
組
合
発
足

国
道
45
号
全
線
開
通

町
民
憲
章
、
町
民
歌
、
新
大
槌
小
唄
決
ま
る

県
道
大
槌
〜
小
国
間
開
通

大
槌
川
鮭
捕
獲
六
三
、〇
四
九
尾
で
本
州
一
と
な
る

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
開
所

井
上
ひ
さ
し
氏
著
Ｓ
Ｆ
小
説
「
吉
里
吉
里
人
」
ブ
ー
ム

観
光
独
立
国
・
吉
里
吉
里
国
の
独
立
記
念
式
典

桜
木
町
裏
山
山
林
火
災
で
被
害
額
一
億
三
千
万
円

吉
里
吉
里
海
岸
の
砂
が
「
鳴
り
砂
」
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る

東
京
都
武
蔵
野
市
で
「
ふ
る
さ
と
大
槌
会
」
設
立
総
会

町
制
施
行
百
周
年
記
念
式
典

国
道
45
号
大
槌
バ
イ
パ
ス
開
通

三
陸
・
海
の
博
覧
会
協
賛
事
業
と
し
て
「
お
お
つ
ち
海
洋
性
動
物
展
」
開
催

郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
マ
ス
ト
」
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
の
愛
称
を
「
お
お
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

三
陸
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
指
定
を
受
け
る

平
成
九
年
「
第
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
開
催
会
場
地
に

大
槌
漁
港
が
決
定

町
の
魚
を
「
さ
け
」
に
決
定

第
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
開
催

浪
板
海
岸
が
環
境
庁
「
日
本
の
水
浴
場
五
五
選
」
に
選
定

広
域
消
防
の
実
施

大
槌
町
公
共
下
水
道
通
水
式

総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
共
同
研
究
会
が
秋
篠
宮
殿
下
出
席
の
下
開
催（
イ
ト
ヨ
確
認
）

お
お
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
働

飛
内
山
国
有
林
火
災
。
約
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
焼
失

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
と
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
交
流
開
始

町
立
図
書
館
開
館

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
秋
篠
宮
殿
下
出
席
の
下
開
催

石
広
域
風
力
発
電
事
業
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
建
設
に
着
工

大
槌
港
灯
台
点
灯
五
十
周
年

吉
里
吉
里
小
学
校
新
校
舎
落
成

石
広
域
風
力
発
電
事
業
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
始
動

岩
手
県
植
樹
祭
開
催

フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
と
姉
妹
都
市
締
結
調
印

町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
式
典

新
山
展
望
台
完
成

小
鎚
川
水
門
概
成
管
理
受
託
開
始
式

源
水
川
の
淡
水
型
イ
ト
ヨ
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

赤
浜
・
浪
板
児
童
館
閉
館
、
金
澤
保
育
所
閉
所
夜
行
高
速
バ
ス
「
遠
野
・

石
号
」
運
行
開
始
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統計資料

 1番 三浦　　諭
 2番 芳賀　　潤
 3番 東梅　　守
 5番 阿部　俊作
 6番 東梅　康悦

 7番 小松　則明
 8番 里舘　裕子
 9番 金﨑　悟朗
 10番 後藤　髙明
 11番 岩崎　松生

 12番 野﨑　重太
 13番 阿部　義正
 14番 阿部　六平

大槌町議会
議員名簿

組　織　図

副議長　阿部 義正

議　長　阿部 六平

行政

議会

行
政
の
最
大
の
使
命
は
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
進
む
国
際
化
や
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
に
伴
っ
て
、
行

政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
複
雑
多
様
化
し
て
き
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
行
政
運
営
の
体
制
づ
く
り
に
努

め
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

副町長　大水 敏弘 副町長　佐々木 彰 町　長　碇川　豊

教育長　伊藤 正治



フォートブラッグ市フォートブラッグ市大槌町大槌町

札幌

函館

青森
八戸秋田

盛岡

花巻空港
仙台

福島

山形

新潟

東京

名古屋
京都大阪

福岡
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大槌までのアクセス大大大大大大槌槌槌槌槌槌まままままでででででのののののアアアアアククククククセセセセセススススス大槌までのアクセス

鉄　道 花　巻 　石
◆ 石線

盛　岡 宮　古
◆山田線

一ノ関 気仙沼
◆大船渡線

仙人峠道路
自動車 浦和IC 花巻JCT 大　槌宮守IC 　石

けせんライナー 池袋駅西口7のりば 石駅前一関駅 盛陸前高田市

飛行機 花巻空港 約60分札幌 花巻空港 約70分大阪 花巻空港 約120分 福岡花巻空港 約60分名古屋

大槌バイパス夜行高速バス
遠野・ 石号

池袋駅西口
7のりば 新花巻駅前 石駅前 吉里吉里

一丁目

岩手県・近隣県からの
アクセスイメージ

鉄道・飛行機での
アクセスイメージ

姉
妹
都
市
﹇
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
﹈

平
成
十
七
年
十
月
十
五
日
、
大
槌
町
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
は
、

相
互
の
信
頼
と
尊
敬
を
礎
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
友
好
関

係
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
姉
妹
都
市
の
締
結
を
行
い

ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
は
、
人
口
約
七
千
人
、
観
光

と
サ
ケ
を
中
心
と
し
た
水
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
街

で
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
か

ら
北
に
約
二
百
四
十
キ
ロ
、
大
槌
町
と
緯
度
が
ほ
ぼ
同

じ
三
十
九
度
二
十
分
の
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
最
大
の
サ
ケ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
催
す
こ
の

街
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
平
成
九
年
に
大
槌
で
開
催

さ
れ
た
第
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
前
年

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
時
で
し
た
。
海
づ
く
り
大
会
に
同

市
の
市
長
を
招
聘
し
、
そ
の
後
平
成
十
四
年
か
ら
両
市

町
の
中
高
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
交
流
を
温
め
、

平
成
十
七
年
、
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
長
夫
妻
が
大
槌

町
を
訪
れ
姉
妹
都
市
締
結
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
締
結
に
よ
り
、
大
槌
町
と
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ

市
の
絆
が
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
り
、
今
後
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
く
国
際
化
の
時
代
に
向
け
て
町
の
貴
重
な

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
・
高
生
に
よ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
お

互
い
の
生
活
文
化
や
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
幅
広
い
視
野
を
培
い
、
国
際

化
を
視
野
に
入
れ
た
今
後
の
学
校

教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
こ
れ
ら

の
交
流
は
町
の
大
き
な
財
産
と
な

り
、
将
来
へ
の
可
能
性
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
民
憲
章
﹇
昭
和
48
年
10
月
制
定
﹈

　
一
、
自
然
を
愛
し
自
然
を

　
　
　
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　
一
、
産
業
を
興
し
豊
か
な
ま
ち
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
一
、
健
康
で
き
ま
り
あ
る

　
　
　
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

　
一
、
香
り
高
い
郷
土
の
文
化
を

　
　
　
育
て
ま
し
ょ
う

　
一
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

大
槌
町
民
歌
﹇
昭
和
48
年
10
月
制
定
﹈

作
　
詞

　
滝
田
常
晴

補
　
作

　
桜
田
史
郎

作
編
曲

　
押
尾

　
司

１
　
太
平
洋
に
　
の
ぼ
る
陽
よ

　
　
入
り
船
出
船
　
海
の
幸

　
　
山
の
こ
だ
ま
も
　
さ
わ
や
か
に

　
　
生
き
る
よ
ろ
こ
び
　
は
つ
ら
つ
と

　
　
大
槌
大
槌
　
こ
の
ま
ち
を

　
　
力
あ
わ
せ
て
　
築
こ
う
よ

２
　
片
寄
せ
波
の
　
浜
風
に

　
　
根
を
張
る
松
の
　
た
く
ま
し
さ

　
　
進
取
の
気
魄
　
あ
ふ
れ
わ
く

　
　
み
の
る
し
あ
わ
せ
　
も
ろ
と
も
に

　
　
大
槌
大
槌
　
こ
の
ま
ち
を

　
　
日
々
に
い
そ
し
み
　
拓
こ
う
よ

３
　
大
槌
小
鎚
　
水
清
く

　
　
流
れ
に
お
ど
る
　
鮭
の
群
れ

　
　
心
ゆ
た
か
な
　
人
の
和
に

　
　
夢
を
あ
つ
め
て
　
う
る
わ
し
く

　
　
大
槌
大
槌
　
こ
の
ま
ち
の

　
　
ゆ
く
て
た
の
し
く
　
進
も
う
よ

姉妹都市締結協定書

イメージキャラクター

おおちゃん
大槌町のイニシャル「Ｏ」と大槌町の「槌」を
モチーフに擬人化し、恵まれた自然環境と、素
敵な心のエネルギーを基に「打ち出の大槌」
から文化・教育・産業などすべての面で、限り
ない飛躍の力が大槌町に振り出されることをイ
メージしたもので、大槌町ＣＩ計画により平成
６年１月に制定されました。

町章
大槌町の「大」を「鎚」の中に
図案化し、町の円満融和と飛躍
を表したもので、昭和35年８月
に制定されました。

町の鳥

かもめ
［昭和48年10月制定］

町の木

けやき
［昭和48年10月制定］

町の花

新山つつじ
［昭和48年10月制定］

町の魚

さけ
［平成９年８月制定］

大槌
タウン
マップ


